
総会について

1.会長挨拶

2.議長選出坂上康博会員が選出されました。

3.報告事項

１）会況報告(事務局）

９月16日現在の会況について､下記の通り報告が

ありました。

会員総数211名１機関

正会員185名学生会員26名賛助会員1機関

会費納入状況

平成23(2011)年度納入者数100名

平成22(2010)年度未納者数４２名

平成21(2009>年度未納者数１９名

平成20(2008>年度未納者数０名

会費収入総額944,000円

２）平成23(2011)年度事業･会計中間報告につい

て(事務局）

、総会配布資料に基づいて事務局より今年度の事

業･会計中間報告が行われました(総会【資料1-1】

【資料1.2】)。

３）編集委員会報告(編集委員長）

編集委員長より『スポーツ史研究』第25号には、

原著論文､研究ﾉー ﾄ､第24回学会大会ｼﾝボジｳ

ﾑ再録原稿の投稿があり､来年３月末日までに発行

するため､現在､編集作業を鋭意進めていることが

報告されました｡また､第25号の巻末に掲載する

「会員活動報告」（平成22年度修士･博士論文を含

む)のための用紙を｢学会だより」第103号に同封す

るので､記入のうえ返送してもらいたい旨もつけ加え

られました。
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1．事務局報告

１

1.スポーツ史学会第25回大会の開催

本年度の学会大会は11月12.13日に､東海大学湘

南ｷｬﾝバｽを会場に開催されました。

第1日目には4題の一般発表があり､その後にシンポ

ジウム｢スポーツメディア史を考える－現代､日本近

代､欧米近代の視点から－｣が開催されました｡シンポ

ジウムでは､松浪稔会員の司会で､森田浩之氏(ジャ

ーナリスト)､玉置通夫会員､中房敏朗会員による発表、

シンポジウムを行いました｡その後､会場を移して行わ

れた懇親会とともに､盛会のうちに終了しました。

第2日目は8題の一般発表があり､最後に平成23年

度｢スポーツ史学会学会賞｣表彰式ならびに総会が開

かれました。

2.平成23年度｢スポーツ史学会学会賞｣表彰

式ならびに総会について

平成23年度総会は､１１月13日の一般発表終了後、

午後2時30分から開催されました｡なお､総会に先立

ち平成23年度｢スポーツ史学会学会賞｣表彰式が行わ

れました｡これらの内容について､ご報告いたします。 ０
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平成23年度｢スポーツ史学会学会賞」表彰式

竹谷選考委員長より選考結果の報告がなされ､藤井

英嘉会長より松浪稔会員に賞状ならびに楯が授与さ

れました。

○学会賞：松浪稔会員

『身体の近代化一スポーツ史からみた国家

・メディアq身体』､叢文社､2010年２月発行

○奨励賞：該当者無し．
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募書式(推薦書式)に沿って作成した推薦書を､来年

２月末日までに事務局までご郵送下さい。

今回は､平成23年１月１日から12月31日までに刊行

された『スポーツ史研究』、その他の学術雑誌の論文

および学術的著書が対象となります｡著者（ファースト

°オーサー）が本学会員で､内容がスポーツ史に関連

するものに限られます６

7.会員からの情報

池田恵子会員から､下記のとおりセミナーならびに講

演会につきましてご案内がありました｡詳細は､以下の

PDFﾌｧｲﾙ(ｳｪブｻｲﾄ)をご覧ください｡(開催趣旨

は3頁目に記載）

http://dsO・cc・yamaguchi-u・ac・jP/~1dkeda/SeminaI%2０

Fbe1%202.pdf

当日参加も可能とのことですが､会場準備の都合上、

人数を把握する目的でご参加をご希望される方は､池

田会員まで連絡してください。

kikeda@yamaguchi-u・aCjP

テーマ：「CompamtiveStudiesbetweenUKand

Japan:VisualnmandSpoIt」日英比較セ

ミナー“ヴイジュアル･ターンとスポーツ”

とき:2012年３月３日(土）１３時30分～(13時から受付）

場所:龍谷大学大宮ｷｬﾝパｽ(茜葵大会議室）
ご講演:"ヴィジュアル･ターンとスポーツ”

PmfもssorMikeHuggins(英国カンブリア大学

名誉劉受）

ゲスト･スピーカー:鱈イメージや視覚から読み解く､近

代日本スポーツ史にみる｢和魂｣と｢洋才｣の文

化論”小田切毅一(奈良女子大学名誉教授）

☆参加申込(参加費:1000円):山口大学池田恵子：

kikeda@yamaguchi-u､ac.』Ｐ

★会場に関する問い合わせ:龍谷大学佐々木浩雄

:Sasald@let・Iyukoku・acjP

C.ｆハギンズ氏のご講演は２月27日／広島大学

(楠戸一彦： 副n門⑥ｏｓａ戸ｕ,ａｃ． )及び３月１日／

山口大学（池田： ｅｄａａ印chi-u.ac･jb） におい

ても開催の予定です｡参加希望者は､上記までお問い

合わせ下さい。

３

Ⅱ、理事会報告

1.第113回理事会

第113回理事会がつぎのとおり開催されました。

期日:１１月13日（日）１２時05分～12時50分

場所:東海大学湘南キャンパス17号館2階研修室１

出席者:藤井英嘉(会長)､松本芳明(理事長)､井上邦

子､大川信行､菅井京子､竹谷和之､松尾順

一､松浪稔､三井悦子､瀧元誠樹(事務局）

欠席無し

１.議事録確認

r７，)第１,２回理事会議事録の確認について
２)メール審議の結果について

３)メール審議について

２.報告事項

１)会況報告について

２)『スポーツ史研究』第25号う編集進捗状況について

３.審議事項

１)平成23年度総会の議事進行について

２)会員の入会･退会について

３)財団法人ミズノスポーツ振興財団助成金申請に

ついて

４)次回理事会開催について

Ⅱ編集委員会報告

1.『スポーツ史研究』第25号の編集進捗状況

について

１１月13日現在､原著論文7篇､研究ﾉー ﾄ2篇､第２４

回学会大会シンポジウム再録原稿の投稿があり､来年

３月末日までに発行するため､現在､編集作業を鋭意

進められています｡機関誌に関するご意見､ご感想、

ご要望等がありましたら編集委員長までお寄せ下さ

い。

2.『スポーツ史研究』へのご投稿

『スポーツ史研究』への投稿は随時受け付けており

ます｡投稿規程ならびに執筆要領は『スポーツ史研

究』の見開きに掲載されていますので､投稿前に必ず

ご確認下さい。

投稿先は､次のとおりですbふるってご投稿下さい。

、
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